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共同プロジェクト PIG LABO®に
は、三つの特徴がある。一つ目は、
飼育員の減少や高齢化という問題に
対し、AIが人の判断を補助して省
力化を実現すること。二つ目として、
日本ハムが保有する生産農場でシス
テムを導入し、データ収集、試験研
究を積み重ねながら開発を行ってい
くこと。そして生産者である日本ハ
ムが開発主体として畜産技術のノウ
ハウを提供していくことだ。
近年、日本の養豚農家の数は減少
を続けているが、農場当たりの飼育

数は右肩上がりで増加してお
り、養豚業の大規模化が進んで
いる。一方で、人手不足は他の
業界に比べても深刻な状況にあ
り、持続性のある畜産のために
は生産性の向上や効率化が不可
欠となっている。
養豚の生産効率を上げるため
には、ベストなタイミングでの
交配により多くの仔豚が生まれ
るようにする繁殖と、生まれた
仔豚が途中で病気になったり亡く
なってしまったりすることなく早く
健康に育てる飼育、のふたつの要因
が欠かせない。PIG LABO®では、
この繁殖・飼育を中心として養豚を

トータルにサポートするシステムを
構築していく。

具体的には、農場の育成舎や分
娩舎などにセンサー、カメラ、マ
イク等を取り付けてデータを収集
し、それらをクラウドに蓄積して
農場の状況を見える化する。それ
らの映像・データを AIで分析・
解析し、状況の変化や異常検知を
飼育員に通知することで、無駄の
ない作業や状況変化への迅速な対
応が可能となり、農場経営の効率
化につながっていく。
ベストなタイミングでの交配か
ら順調なお産、健康な生育、さら
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図１　PIG LABO®の概要

AI を用いた行動解析で
発情確率を算定
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には出荷の見極めまでの、トータル
なサポートを検討しているが、第一
弾として、母豚発情検知 AI機能
（Breeding Master）を 2022年 10
月よりテスト販売を開始した。
カメラで母豚を撮影し、長時間に
わたって行動をモニタリングしてそ
のデータを AIで分析。豚の発情期
に特有の行動パターンを解析するこ
とで、発情確率を算出する。

発情時期の判定は、飼料摂取量の
低下や、外見の変化の観察、実際に
豚に触れた際の反応確認などから飼
育員が判断してきた。しかしながら、
判定には熟練の技術と経験が必要と
され、人材不足の中で技術レベルの
維持は大きな課題となっている。ま
た、農場によって、判定技術レベル
の差があることで、農場間の分娩成
績の差も生じている。

Breeding Masterでは、実際の農
場におけるデータを大量に学習させ
ることで、豚特有の行動パターンを
自動検知できる AIを構築した。さ
らに、作業員の現場での使い勝手を

と、カメラで撮影し AIが自動で判
定した場合 8割近く削減され、作
業の大幅な省力化につながることが
確認された。
発表以来多くのお客様から問い合
わせがあり、課題感の共通性を実感
している。一方で、導入のためには
カメラの設置なども必要でコストが
かかることから、なかなか導入に踏
み切れないという声も多く届いてい
る。そのため、検証に一緒に取り組
むモニター導入などに向け、検討を
進めている。

発情検知は人が行うべきことでは
ないか、システムで検知することが
できるのか、という声があるのも事
実だ。畜産は生体が相手であり、個
体差や行動の不確定要素などから、
完全なオートメーション化、無人化
は難しいと認識した上で、畜産のす
べての工程に渡って、人手による作
業をサポートし、個々の工程をつな
ぐのが、IT技術に期待されること
だと考えている。
日々進化するAI技術を取り込み、

また、アニマルウェルフェ
アが重視されてきていると
いった社会情勢や環境の変
化にも対応していかなくて
はならない。
様々な技術やアイデアを
持つ大学や研究機関、ス
タートアップなどとも連携
しながら、豚、人、地球に
やさしい、新しい養豚のカ
タチを創造していきたいと
考えている。

重視し、豚ごとに色別で状況を表示
し、タブレットでひと目見れば状況
が把握できるようなシステムとして
いる。
夕方、母豚を豚舎に移動させてそ
の位置を登録すると、一晩中カメラ
がその様子を撮影し、AIが映像を
分析して発情確率を算出する。夜の
間に AIによる分析は完了している
ので、朝出社した作業員が AIの分
析結果を確認し、必要に応じて種付
けを行う、という業務の流れとなっ
ていく。

実証試験では、「従来通り作業員
が判定する区画」と「Breeding 
Masterが判定する区画」を設けて、
対象母豚 800余頭、6か月間とい
う大規模な試験を行った。
作業員による運用では 91.7%だっ
た受胎率は、Breeding Masterを導
入した区画では 93.1％と上昇し、実
際に生まれた仔豚の数や生まれたと
きの体重にも差異は無かった。
さらに、発情確認作業にかかる作
業が、人手で行う際を 100とする
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図２　PIG LABO® Breeding Master を活用した業務イメージ
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